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に

應
　
天
皇
、

仲
哀
帝
の
第
四
子
な
り
。

母
は
　
功
皇
后
、

仲
哀
帝
の
九
年

十
二
月
十
四
日
辛
亥
を
以
て
、

筑
紫
の
蚊
田
に
生
る
。

幼
に
し
て
聰
達
、

玄
鑒
深
遠
に
し
て
、

動
容
進
止
、
聖
表
異
あ
り
。

初
め
天
皇
、

孕
に
あ
り
し
と
き
、

皇
后
、
　
の
教
え
を
奉
じ
、

三
韓
を
征
す
。

天
皇
、
生
る
ゝ
に
及
び
、

腕
上
肉
起
り
て
鞆
の
如
く
、

皇
后
の
雄
装
し
て

負
へ
る
所
の
も
の
に
似
た
り
。
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ふ
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　く
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い
せ
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　す

ゝ

因
て
譽
田
と
名
け
、
亦
胎
中
天
皇
と
稱
す
。

辛
巳
の
歳
、
二
月
、

皇
后
、
天
皇
を
奉
じ
百
寮
を
率
ゐ
、

豊
浦
宮
に
至
り
て
、

仲
哀
帝
の
喪
を
發
し
、

将
に
梓
宮
を
奉
じ
て
京
に
還
ら
ん
と
す
。

時
に
、
天
皇
の
庶
兄
　
坂
王
・

忍
熊
王
、
兵
を
擧
げ
て
、

皇
子
を
播
磨
に
要
す
。

會
　
坂
死
し
、
忍
熊
王
、

退
き
て
住
吉
に
屯
す
。

皇
后
、
　
ち
武
内
宿
禰
を
し
て

天
皇
を
奉
じ
、

轉
じ
て
南
海
よ
り
紀
伊
の

水
門
に
至
ら
し
め
、
皇
后
は
、

直
に
難
波
に
向
ひ
し
に
、

船
、
回
旋
し
て
進
ま
ず
。
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務
古
水
門
に
還
り
て
、

之
を
卜
ふ
。

適
　
の
誨
を
得
て
、

諸
　
の
祠
を
立
て
、

　
を
祭
り
し
か
ば
、

船
　
に
進
む
こ
と
を
得
た
り
。

忍
熊
、
又
退
き
て
　
路
に
軍
す
。

皇
后
、

乃
ち
天
皇
と
紀
伊
の
日
高
に
會
し
、

小
竹
宮
に
入
る
。

晝
晦
く
し
て
夜
の
如
き
こ
と
連
日
。

三
月
五
日
庚
子
、

皇
后
、
武
内
宿
禰
・

難
波
根
子
・
武
振
熊
を
し
て

忍
熊
を
撃
た
し
む
。

忍
熊
、
敗
れ
て
死
す
。
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お

く

十
月
二
日
甲
子
、

群
臣
、
皇
后
を
尊
び
て

皇
太
后
を
と
曰
ふ
。

朝
に
臨
み
て
政
を
摂
す
。

大
臣
武
内
宿
禰
、
故
の
如
し
。

壬
午
の
歳
、
十
一
月
八
日
甲
午
、

仲
哀
天
皇
を
葬
る
。

癸
未
の
歳
、
正
月
三
日
戊
子
、

皇
太
后
、

天
皇
を
立
て
ゝ
皇
太
子
と
な
し
、

磐
余
に
都
す
。

乙
酉
の
歳
、
三
月
七
日
己
酉
、

新
羅
、
使
を
遣
は
し
て
朝
貢
す
。

微
叱
許
智
、
國
に
歸
ら
ん
こ
と
を

請
ひ
け
れ
ば
、
之
を
許
し
、

葛
城
襲
津
彦
を
し
て

之
を
送
ら
し
む
。
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て

う

こ
う

癸
巳
の
歳
、
二
月
八
日
甲
子
、

武
内
宿
禰
、

皇
太
子
を
奉
じ
て
角
鹿
に
如
き
、

笥
　
　
　
を
拝
し
、
十
七
日
癸
酉
、

角
鹿
よ
り
至
る
。

皇
太
后
、
宴
を
大
殿
に
設
け
、

觴
を
擧
げ
歌
を
作
り
て

皇
太
子
の
壽
を
爲
す
。

武
内
宿
禰
、

皇
太
子
に
代
り
て
答
歌
す
。

丙
寅
の
歳
。

三
月
乙
亥
の
朔
、

斯
摩
宿
禰
を
卓
淳
國
に
遣
は
す
。

斯
摩
宿
禰
、

　
に
百
濟
を
綏
撫
し
て
還
る
。

丁
卯
の
歳
、
四
月
、

百
濟
、
新
羅
と
と
も
に
朝
貢
す
。
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時
に
新
羅
、

百
濟
の
使
い
を
劫
し
、

其
の
貢
物
を
易
へ
て

之
を
獻
ぜ
し
か
ば
、

敕
し
て
、
新
羅
の
使
者
を
責
め
、

千
熊
長
彦
を
新
羅
に
遣
は
し
て
、

其
の
罪
を
問
は
し
む
。

己
巳
の
歳
、
三
月
、
荒
田
別
・

鹿
我
別
を
以
て
将
軍
と
な
し
、

百
濟
の
人
久
　
等
を
率
ゐ
、

新
羅
を
討
ち
て
之
を
破
り
、

遂
に
比
自
　
・
南
加
羅
・

喙
・
安
羅
・
多
羅
・
卓
淳
・

加
羅
の
七
國
を
定
め
、

南
蠻
忱
彌
多
羅
を
屠
り
、

其
の
地
を
以
て
百
濟
に
賜
ふ
。
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庚
午
の
歳
、

二
月
、
荒
田
別
等
還
る
。

五
月
、
千
熊
長
彦
及
び
久
　
、

百
濟
よ
り
至
る
。

再
び
多
沙
城
を

百
濟
に
増
し
賜
ふ
。

辛
未
の
歳
、
三
月
、

百
濟
、
又
久
　
を
遣
は
し
て
朝
貢
す
。

壬
申
の
歳
、

九
月
十
日
丙
子
、

百
濟
の
使
久
　
、

千
熊
長
彦
に
従
ひ
て
来
り
、

七
枝
刀
・
七
子
鏡
各
一
、

及
び
重
寶
数
種
を
貢
す
。

乙
亥
の
歳
、
百
濟
王
肖
古
卒
す
。

丙
子
の
歳
、
百
濟
王
貴
須
立
つ
。
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、
朝
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ず
。
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城
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を
し
て

之
を
討
た
し
む
。

甲
申
の
歳
、

百
濟
王
貴
須
卒
し
、

子
枕
流
立
。

乙
酉
の
歳
、

百
濟
王
枕
流
卒
し
て
、

子
阿
花
年
少
け
れ
ば
、

叔
父
辰
斯
簒
立
す
。

己
丑
の
歳
、

四
月
十
七
日
丁
丑
、

皇
太
后
崩
ず
。

十
月
十
五
日
壬
申
、

　
功
皇
后
を
葬
る
。
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　あ
ん

し

ふ

元
年
庚
寅
、
春
正
月
丁
亥
の
朔
、

天
皇
、
位
に
即
く
。

時
に
年
七
十
一
。

是
を
譽
田
天
皇
と
な
す
。

輕
島
に
都
す
。

是
を
明
宮
と
謂
ふ
。

二
年
辛
卯
、
春
三
月
壬
子
、

仲
姫
を
立
て
て
皇
后
と
な
す
。

三
年
壬
辰
、
冬
十
月
三
日
癸
酉
、

東
の
蝦
夷
朝
貢
す
。

　
ち
蝦
夷
を
し
て

廐
坂
道
を
作
ら
し
む
。

十
一
月
、
所
在
の
海
人
、

擾
動
し
て
皇
命
に
従
は
ず
。

大
濱
宿
　
を
遣
は
し
て

海
人
の
宰
と
な
し
、

之
を
安
輯
せ
し
む
。
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く
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く
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く
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み
づ
の
え
と
ら

し

ょ

こ

く

　

れ

い

　
あ

ま

お
よ
び

　

や

ま

も

り

べ

　

　

さ

だ
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ご
と
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づ

　

　

　

か

れ

の

　

　

い

是
の
歳
、
百
濟
王
辰
斯
、

無
禮
な
る
を
以
て
、

紀
角
宿
　
・
羽
田
矢
代
宿
　
・

蘇
我
石
川
宿
　
・
平
群
木
　
宿
　
・

を
百
濟
に
遣
は
し
て
、

之
を
責
め
し
む
。

國
人
、
辰
斯
を
殺
し
て
以
て
謝
せ
り
。

角
等
、
阿
花
を
立
て
ゝ
歸
る
。

五
年
甲
午
、

秋
八
月
十
三
日
壬
寅
、

諸
國
に
令
し
て
、

海
人
及
び
山
守
部
を
定
む
。

冬
十
月
、
伊
豆
に
令
し
て
、

船
を
作
ら
し
む
。

長
さ
十
丈
、
之
を
海
に
試
み
る
に
、

輕
疾
に
し
て
馳
す
る
が
如
し
。

名
け
て
枯
野
と
曰
ふ
。
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さ
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と

り
ゃ
う

い

け

　

つ

く

よ

つ

　

か

ら

ひ

と
の
い
け

 

が

う

　

　

 

ひ
の
と
と
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く
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ゝ
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の
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け

　

む
ま

さ
か
の
い
け

　

つ

く

六
年
乙
未
、
春
二
月
、
近
江
に
行
幸
す
。

七
年
丙
申
、
高
麗
・
百
濟
・
任
那
・
新
羅
、

並
に
來
朝
す
。

武
内
宿
　
を
し
て
、
諸
韓
人
を
領
し
て
、

池
を
作
ら
し
む
。

因
て
韓
人
池
と
號
す
。

八
年
丁
酉
、
春
三
月
、
百
濟
王
阿
花
、

無
禮
な
る
を
以
て
、
忱
彌
多
禮
及
び

　
南
・
支
侵
・
谷
那
・

東
韓
の
地
を
削
る
。

阿
花
懼
れ
て
、

其
の
子
直
支
を
し
て
、

來
朝
し
て
罪
を
謝
せ
し
む
。

九
年
戊
戌
、
夏
四
月
、

武
内
宿
　
を
し
て
、
筑
紫
を
監
察
せ
し
む
。

十
一
年
庚
子
、
冬
十
月
、
劔
池
・

輕
池
・
鹿
垣
池
・
厩
坂
池
を
作
る
。
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だ

ら

　

　

つ

か

 

わ

に

　

　

め

　

　

　

　

　

き
の
と

み
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と
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は

ら

　

　

ひ

き

　

　

　

ら

い

て

う

 

ろ

ん

ご

　

　
く
わ
ん

 
 

せ

ん

じ

も

ん

 

く
わ
ん

　

け

ん

十
四
年
癸
卯
、
春
二
月
、

百
濟
、
縫
衣
女
を
貢
す
。

是
の
歳
、
弓
月
君
、
歸
化
を
請
ふ
。

葛
城
襲
津
彦
を
加
羅
に
遣
は
し
て
、

之
を
迎
へ
し
む
。

十
五
年
甲
辰
、

秋
八
月
六
日
丁
卯
、

百
濟
王
阿
花
、
阿
直
岐
を
し
て

良
馬
二
匹
を
貢
せ
し
む
。

荒
田
別
・
巫
別
を
百
濟
に
遣
は
し
て
、

王
仁
を
徴
さ
し
む
。

十
六
年
乙
巳
、

春
二
月
、
百
濟
王
、

王
仁
を
し
て
、

冶
工
卓
素
・
呉
服
西
素
・

醸
酒
仁
番
等
を
率
ゐ
て
來
朝
せ
し
め
、

論
語
十
巻
・
千
字
文
一
巻
を
獻
ず
。
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の

ち

し
ば
し
ば
こ
う
け
ん

是
の
歳
、
百
濟
王
阿
花
卒
せ
し
か
ば
、

直
支
に
勅
し
て
、

國
に
還
り
て
位
を
嗣
が
し
め
、

削
る
所
の
東
韓
の
地
を
賜
ひ
ぬ
。

秋
八
月
、
詔
し
て
、

平
群
木
菟
宿
　
・

的
戸
田
宿
　
を
し
て
、

兵
を
率
ゐ
て
新
羅
を
討
た
し
む
。

遂
に
襲
津
彦
及
び

弓
月
の
人
口
を
将
ゐ
て
歸
る
。

十
九
年
戊
申
、

冬
十
月
戊
戌
の
朔
、

吉
野
宮
に
行
幸
す
。

國
樔
の
人
、

醴
酒
を
獻
じ
て
、
歌
を
奏
す
。

是
よ
り
後
、

屡
貢
献
す
。



　

　

　

　

　
つ
ち
の
と
と
り

か

ん

し

ゅ
り
う
く
わ
う

　

え

い

あ

　
ち

の

お

み

お

よ

　

　
そ

　

　

こ

つ

か

の

お

み

　

　

　

け

ん

　

　
じ

ん

こ

う

　

ひ

き

　

　

 
 

き

た

　

き

　

　

　

　

　

　

か
の
と

ゐ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

つ
ち
の
え
ね

な

に

は

　

　

お
ほ

す
み
の
み
や

 

ぎ
ゃ
う
か
う

　

　

　

　

　

　

　

ひ

　

　

え

ひ

め

 

き

 

び

　

　

き

ね

い

　

　

　

　

　

　

　

　

ひ
の
え
ね
い
ぬ

　

あ

は

ぢ

し

ま

　

　
か

り

 

き

 

び

　

　
じ
ゅ
ん
せ
い

あ

づ

き

し

ま

　

　
ぎ
ゃ
う
か
う

　

　

　

か
の
え
と
ら

 
 

 

は

 

た
の
あ
し
も
り
の
み
や

 
 

い

た

 

え

ひ
め

　

　
あ

に

み

と

も

わ
け

　

し
ょ
く

　

け

ん

 

そ

　

　

し

て

い

　

　

き

び

 
 

 

し
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た

二
十
年
己
酉
、
秋
九
月
、

漢
主
劉
宏
の
裔
阿
知
使
主
、

及
び
其
の
子
都
加
使
主
、

十
七
縣
の
人
口
を
率
ゐ
て
來
り
歸
す
。

二
十
二
年
辛
亥
、
春
三
月
五
日
戊
子
、

難
波
の
大
隈
宮
に
行
幸
す
。

夏
四
月
、
妃
、
兄
媛
、

吉
備
に
歸
寧
す
。

秋
九
月
六
日
丙
戌
、

淡
路
島
に
狩
し
、

吉
備
を
巡
省
し
て
、

小
豆
島
に
行
幸
し
、

十
日
庚
寅
、
葉
田
葦
守
宮
に
至
る
。

兄
媛
の
兄
御
友
別
、
食
を
獻
ず
。

其
の
子
弟
を
吉
備
の
諸
縣
に
封
ず
。

二
十
五
年
甲
寅
、
百
濟
王
直
支
卒
し
て
、

子
、
久
爾
辛
立
つ
。
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え

二
十
八
年
丁
巳
、
秋
九
月
、

高
麗
王
、

使
を
遣
は
し
て
朝
貢
す
。

表
文
無
禮
な
り
。

使
者
を
詰
責
し
て
、

其
の
表
を
壌
る
。

三
十
一
年
庚
申
、
秋
八
月
、

詔
し
て
曰
く
、

官
船
枯
野
は
、

伊
豆
の
國
の
貢
す
る
所
な
れ
ど
も
、

朽
ち
て
用
に
堪
へ
ず
。

然
れ
ど
も
、

久
し
く
官
用
を
爲
し
た
れ
ば
、

其
の
功
忘
る
可
か
ら
ず
。

何
に
す
れ
ば
以
て

其
の
名
泯
び
ず
し
て

後
世
に
傳
ふ
る
こ
と
を
得
ん
と
。
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も

と

群
卿
、
詔
を
奉
じ
、

有
司
を
し
て
船
を
毀
ち
て

薪
と
為
さ
し
め
、

以
て
鹽
五
百
籠
を
煮
て
、

諸
國
に
頒
ち
賜
ひ
、

因
て
命
じ
て
船
を
作
ら
し
む
。

諸
國
、
船
五
百
艘
を
獻
じ
て
、

武
庫
水
門
に
湊
る
。

會
新
羅
の
調
使
、

武
庫
に
泊
り
し
が
、

火
を
失
し
て
、
湊
る
所
の
船
を

延
焼
せ
し
か
ば
、

其
の
使
い
を
讓
責
す
。

新
羅
王
懼
れ
て
良
匠
を
貢
す
。

三
十
七
年
丙
寅
、
春
二
月
戊
午
の
朔
、

阿
知
使
主
・
都
加
使
主
を
呉
に
遣
は
し
て
、

縫
工
女
を
求
め
し
む
。
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三
十
九
年
戊
辰
、

百
濟
王
直
支
、

其
の
妹
、

新
齋
都
媛
を
し
て

入
り
て
侍
せ
し
む
。

四
十
年
己
巳
、

正
月
二
十
四
日
甲
子
、

莵
道
稚
郎
子
を
立
て
ゝ

皇
太
子
と
な
し
、

大
鷦
鷯
皇
子
を
し
て

之
を
輔
け
し
め
、

大
山
守
皇
子
を
し
て

山
川
林
野
を
掌
ら
し
む
。

四
十
一
年
庚
午
、

春
二
月
十
五
日
戊
申
、

天
皇
、
明
宮
に
崩
ず
。

年
一
百
十
一
。
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づ

や
し
ろ

　

は

じ

さ

い

じ
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是
の
月
、

阿
知
使
主
等
、

工
女
兄
媛
・

弟
媛
・
呉
織
・

穴
織
を
率
ゐ
て
、

呉
よ
り
至
り
、

河
内
の
惠
我
藻
伏
山
岡
陵
に
葬
る
。

追
諡
し
て
應
　
天
皇
と
曰
ふ
。

元
明
帝
の
和
銅
五
年
、

天
皇
を
豊
前
宇
佐
郡
に
祀
り
、

號
し
て
八
幡
大
　
宮
と
曰
ふ
。

清
和
帝
、

山
城
の
男
山
の
石
清
水
に

　
を
創
め
、

歳
時
に
奉
祭
せ
り
。


